
H－11ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価のための基本指針の策定

及びH－IIロケット試験機1号機の打上げに係る安全の確保に関する調査審議につ

いて

　　　　　　　　　　　　　　　　（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成5年8月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

1．調査審議の趣旨

　静止衛星重量に換算して2t程度の打上げ能力を有する大型のH－llロケット

については、現在開発の最終段階であり、平成5年度冬期に試験機1号機の打上

げが予定されている。

　H－llロケットは、1990年代における物資の打上げ需要に対応する主力機i

種として位置づけられており、現時点で平成9年度までの期間について6号機ま

での打上げが計画されている。

　このH－llロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全確保に関し、より効

率的に検討するための基本指針を策定し、これに基づき試験機1号機の打上げに

係る安全確保について調査審議を行うこととする。

2．調査審言義事項

q）H－llロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価のための基本指針

　の策定
（2）H－1旧ケット試験機1号機の打上げに係る以下の安全対策についての

　　（1）に基づく妥当性

　①地上安全対策

　②飛行安全対策

　③安全管理体制

3．調査審議の進め方

　調査審議は、安全評価部会において行うこととし、平成5年10月中旬までに

終えることを目途とする。
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（＊）印の専門委員は、今回の調査審議については説明者として参加。
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